
































   
博
士
後
期
課
程
三
年 
木
村 
信
太
郎 
 
 
は
じ
め
に 
 狂言
風
流
は
、〈
翁
〉
に
登
場
す
る
千
歳
ま
た
は
三
番
三
（
叟
）
に
神
仏
や
物
の
精
な
ど
の
出
物
が
関
わ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
狂
言
風
流
の
成
立
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
天
野
文
雄
氏
の
論
考
（
注
１
）
で
あ
る
。
完
成
形
の
狂
言
風
流
の
原
形
を
「
よ
せ
ふ
り
う
」
に
あ
る
と
見
て
、
成
立
の
基
盤
が
「
湯
立
」「
せ
い
な
う
」
の
狂
言
囃
物
、
狂
言
の
松
囃
子
、
民
間
の
囃
物
風
流
に
あ
る
と
し
、
そ
の
出
現
は
風
流
的
な
能
が
出
現
し
た
室
町
後
期
の
能
界
の
動
向
と
も
無
縁
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
出
現
時
期
の
上
限
を
天
正
～
慶
長
初
年
と
説
く
。
こ
の
天
野
氏
稿
は
狂
言
風
流
の
成
立
研
究
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
こ
の
狂
言
風
流
の
詞
章
が
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
大
蔵
虎
明
筆
の
『
風
流
之
本
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
大
半
の
曲
に
語
リ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
完
成
形
の
狂
言
風
流
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
リ
に
着
目
し
、
語
リ
の
素
材
の
注
釈
を
通
し
て
、
狂
言
風
流
の
語
リ
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
問
題
提
起
を
し
た
い
。 
  
一
、
狂
言
風
流
の
語
リ
の
素
材 
 
狂
言
風
流
の
語
リ
の
意
義
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
意
義
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
語
リ
の
素
材
の
注
釈
を
試
み
た
い
。 
こ
の
語
リ
の
素
材
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
雅
彦
氏
は
「
八
幡
の
風
流
」
の
鵜
の
語
り
、「
春
日
の
風
流
」
の
猿
の
語
り
を
「
間
狂
言
が
風
流
作
成
の
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
例
」（
注
２
）
に
挙
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
田
口
和
夫
氏
が
「
独
立
の
狂
言
語
か
ら
風
流
へ
と
い
う
創
作
過
程
を
も
想
定
で
き
る
」
（
注
３
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 
『
風
流
之
本
』
に
見
ら
れ
る
語
リ
の
素
材
に
つ
い
て
の
岩
崎
・
田
口
両
氏
の
指
摘
は
首
肯
さ
れ
る
が
、
他
の
素
材
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
た
語
リ
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
風
流
之
本
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
三
十
曲
の
風
流
の
中
、
語
リ
が
あ
る
の
は
、
千
歳
の
風
流
五
曲
、
三
番
三
（
注
４
）
の
風
流
十
四
曲
の
計
十
九
曲
で
あ
る
。
こ
の
十
九
曲
の
語
リ
に
つ
い
て
、
素
材
が
（
一
）
間
狂
言
に
拠
っ
た
語
リ
、（
二
）
独
立
の
狂
言
語
リ
に
拠
っ
た
語
リ
、（
三
）
他
の
素
材
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
た
語
リ
、
（
四
）
素
材
未
詳
の
語
リ
、
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
以
下
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
語
リ
に
つ
い
て
は
、
出
物
ご
と
に
記
載
し
、〈
〉
に
風
流
名
、〔
〕
に
三
番
三
・
千
歳
の
風
流
の
別
の
三
・
千
を
示
す
。

（
一
）
間
狂
言
に
拠
っ
た
語
リ  
１
〈
西
王
母
の
風
流
〉〔
三
〕
の
西
王
母
は
、「
某
が
園
に
、
三
千
年
に
一
度
か
た
枝
に
は
花
咲
き
か
た
枝
に
は
実
の
な
る
桃
有
」、「
一
つ
服
す
れ
は
、
三
千
年
の
齢
を
た
も
つ
也
」「
当
年
実
の
な
り
候
間
」「
持
参
申
て
候
」〔
筆
者
注―
「
」
は
本
文
の
引
用
（
注
５
）
を
示
す
。
以
下
同
じ
。〕
と
語
る
。 
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『
大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
』
に
能
〈
西
王
母
〉
の
間
に
つ
い
て
、「
云
立
を
云
て
」「
中
入
の
間
も
い
ふ
な
り
」（
注
６
）
と
あ
る
。
右
の
語
リ
は
、
こ
の
「
中
入
の
間
」
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
２
〈
雪
の
風
流
〉〔
千
〕
の
仙
人
は
、「
夫
仙
家
に
は
薬
の
雪
ふ
る
、
惣
じ
て
雪
の
異
名
さ
ま
〳
〵
な
れ
共
、
紫
雪
紅
雪
と
て
、
紫
の
雪
、
紅
の
雪
有
、
是
を
服
す
れ
は
寿
命
思
ひ
の
儘
な
れ
は
、
此
君
に
捧
申
さ
ん
為
、
紫
雪
紅
雪
を
伴
ひ
参
り
て
候
」
と
語
る
。 
能
〈
氷
室
〉
の
間
狂
言
（
貞
享
松
井
本
）
に
「
そ
れ
せ
ん
か
に
は
し
せ
つ
こ
う
せ
つ
と
て
む
ら
さ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
き
く
れ
な
ひ
の
、
、
、
、
、
、
雪
有
。
、
、
、
是
則
薬、
の、
雪、
な
り
。
、
、
、
翁
も
此
薬
、
、
の、
雪、
を
ぶ
く
す
る
、
、
、
、
、
故、
に
。
か
、
、
、
様、
に
じ
ゆ
、
、
、
ミ、
や、
う
じ
や
う
お
ん
、
、
、
、
、
、
息
才
延
命
、
、
、
、
な
り
、
、
と
申
て
。
則
こ
お
り
く
た
き
て
ぐ
ご
に
そ
な
へ
申
」〔
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同
じ
〕(
注
７)
と
あ
る
。
傍
点
部
の
よ
う
に
類
似
の
詩
句
の
見
ら
れ
る
間
狂
言
に
拠
っ
て
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
３
〈
八
幡
の
風
流
〉〔
三
〕
の
八
幡
大
菩
薩
は
、「
神
代
よ
り
、
桑
の
弓
蓬
の
矢
に
て
国
を
治
め
」
「
此
君
が
代
は
、
四
海
の
浪
も
納
ま
り
て
め
で
た
け
れ
は
、
弓
を
袋
に
い
れ
捧
申
候
よ
」
と
語
る
。 
虎
明
筆
の
『
脇
能
間
註
』（
注
８
）
の
〈
弓
八
幡
〉
の
間
に
「
皇
后
桑、
ノ、
弓
、
蓬
、
、
、
ノ、
矢、
ヲ、
以、
テ、
、
安
ス
安
ス
ト
三
韓
ヲ
亡
シ
給
候
」
と
あ
り
、
註
に
「
太
平
、
、
ナ
レ
ハ
、
、
、
、
敵
モ
ナ
キ
ホ
ド
ニ
、
ホ
コ
ヲ
モ
治
メ
、
弓
矢
、
、
ヲ
モ
、
、
袋、
ニ、
入、
テ、
ヲ
ク
」
と
あ
る
。
傍
点
部
の
よ
う
に
類
似
の
表
現
の
見
ら
れ
る
間
狂
言
に
拠
っ
て
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
４
〈
八
幡
の
風
流
〉〔
三
〕 
の
鵜
の
精
は
、「
火
々
出
見
の
尊
、
豊
玉
姫
と
契
を
こ
め
て
」、「
懐
妊
し
」、
産
屋
を
鵜
の
羽
で
葺
い
た
と
こ
ろ
、「
尊
生
れ
」、「
鵜
の
羽
、
葺
合
せ
ず
の
、
尊
と
申
も
此
羽
の
威
徳
」
な
ど
と
謡
節
で
語
り
舞
う
。 
こ
の
語
リ
は
、
岩
崎
氏
が
「
ひ
と
り
「
八
幡
の
風
流
」
の
鵜
の
み
が
舞
い
謡
う
形
で
あ
る
の
は
、
「
江
島
」
の
ア
イ
か
ら
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
」
（
注
９
）
と
〈
江
島
〉
の
間
狂
言
の
転
用
を
指
摘
す
る
通
り
だ
と
思
う
。 
 
５
〈
春
日
の
風
流
〉〔
三
〕
の
春
日
明
神
は
、「
古
へ
は
天
竺
霊
鷲
山
に
て
、
仏
法
を
ひ
ろ
め
、
今
は
春
日
の
神
と
し
て
衆
生
済
度
す
る
」「
和
光
同
塵
は
結
縁
の
始
め
、
八
相
成
道
は
利
物
の
終
に
て
」
な
ど
と
語
る
。 
能
〈
春
日
龍
神
〉
の
猿
の
末
社
間
（
注
10
）
に
は
「
当
社
明
神
天
竺
、
、
、
、
、
、
り
や
う
じ
ゆ
せ
ん
に
て
。
し
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
や
か
、
、
女
来
、
、
と
げ
む
じ
、
、
、
、
給、
ひ
。
、
、
衆
生
、
、
さ
い
ど
の
、
、
、
、
御、
た
め
に
、
、
、
。
大、
じ
や
う
の
み
の
り
を
と
き
た
ま
へ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
バ、
」
「
先
せ
う
じ
や
う
を
と
き
た
ま
ひ
。
そ
れ
よ
り
次
〳
〵
に
大
じ
や
う
の
み
の
り
を
と
き
。
い
つ
さ
い
衆
生
を
御
た
す
け
被
レ
成
候
」
な
ど
と
あ
る
。
和
光
同
塵
は
仏
・
菩
薩
が
衆
生
と
同
じ
次
元
に
立
つ
こ
と
で
あ
っ
て
大
乗
の
教
法
に
通
じ
る
。
春
日
明
神
の
語
リ
の
「
和
光
同
塵
は
」
以
下
の
句
は
「
大、
じ
や
う
の
み
の
り
、
、
、
、
、
、
、
」（
大
乗
の
教
法
）
を
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
語
リ
が
右
の
傍
点
部
の
よ
う
に
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
間
狂
言
な
ど
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
〈
春
日
の
風
流
〉〔
三
〕
の
猿
の
語
リ
は
、
岩
崎
氏
が
「「
春
日
竜
神
」
の
ア
イ
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
」(
注
11)
と
指
摘
す
る
通
り
だ
ろ
う
。 
 
（
二
）
独
立
の
狂
言
語
リ
に
拠
っ
た
語
リ  
田
口
氏
は
、
鷺
保
教
本
の
竹
の
精
の
語
リ
の
注
記
「
此
語
ハ
竹
之
語
ト
テ
昔
ヨ
リ
在
之
、
座
敷
語
也
」
を
引
い
て
、「
風
流
の
主
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
語
が
本
来
独
立
し
て
演
じ
ら
れ
る
語
、
そ
れ
も
小
規
模
な
場
に
ふ
さ
わ
し
い
座
敷
語
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
化
し
て
考
え
ら
れ
る
」
(
注
12)
と
指
摘
す
る
。
以
下
、
こ
の
独
立
の
狂
言
語
リ
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
語
リ
を
見
る
。 
１
〈
碁
・
将
棋
・
双
六
の
風
流
〉〔
三
〕
の
双
六
の
精
は
、「
玄
宗
皇
帝
、
楊
貴
妃
を
も
て
あ
そ
び
給
ひ
、
此
双
六
を
う
ち
給
ふ
、
盤
の
一
尺
二
寸
は
十
二
月
を
へ
う
す
、
ひ
ろ
さ
七
寸
二
分
は
、
七
十
二
日
の
土
用
、
日
の
十
五
は
は
く
月
の
十
五
日
、
黒
の
十
五
は
こ
く
月
の
十
五
日
、
二
つ
の
簺
（
サ
イ
）
は
日
月
、
筒
は
須
弥
山
を
か
た
ど
る
」
な
ど
と
語
る
。 
こ
の
語
リ
は
、
唐
の
玄
宗
・
楊
貴
妃
の
遊
び
に
双
六
の
起
源
を
見
、
盤
の
構
造
や
用
具
の
背
後
に
暦
法
や
仏
教
の
世
界
観
を
見
て
、
結
末
を
「
な
ん
ほ
う
め
で
た
き
物
に
て
候
」
と
結
ぶ
。
同
様
の
語
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リ
が
鷺
保
教
本
・
天
理
本
狂
言
六
義
の
狂
言
〈
双
六
〉
に
あ
り
、
そ
れ
が
右
の
風
流
の
語
リ
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
共
に
独
立
の
狂
言
語
リ
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 
 
２
〈
碁
・
将
棋
・
双
六
の
風
流
〉〔
三
〕
の
将
棋
の
精
は
、「
黄
帝
蚩
尤
（
シ
ユ
ウ
）
を
」
亡
ぼ
そ
う
と
「
四
十
八
匹
の
馬
を
た
て
、
涿
鹿
（
タ
ク
ロ
ク
）
の
屋
（
マ
マ
）
に
お
ひ
て
、
軍
の
か
け
ひ
き
を
稽
古
し
」、「
蚩
尤
を
ほ
ろ
ほ
し
、
御
代
を
た
も
ち
給
ふ
事
一
万
八
千
歳
也
」、「
盤
（
バ
ン
）
の
目
の
八
十
一
目
は
、
九
品
の
浄
土
を
へ
う
す
」
な
ど
と
語
る
。 
こ
の
語
リ
は
、
中
国
古
代
の
伝
説
の
帝
王
の
事
蹟
を
将
棋
の
起
源
と
し
、
盤
の
構
造
の
背
後
に
仏
教
の
世
界
観
を
見
る
と
い
う
内
容
を
語
り
、
結
末
を
「
な
ん
ほ
う
た
ゞ
し
き
い
は
れ
に
て
は
候
は
ぬ
か
」
と
由
緒
の
正
し
さ
を
強
調
し
て
結
ぶ
、
そ
の
整
然
と
し
た
形
態
か
ら
、
双
六
の
精
の
語
リ
同
様
、
独
立
の
狂
言
語
リ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
３
〈
松
・
竹
の
風
流
〉〔
三
〕
の
松
の
精
は
、「
一
寸
の
ぶ
れ
は
色
、
と
こ
し
な
へ
に
し
て
、
ぢ
や
う
千
年
万
年
の
よ
は
ひ
を
た
も
つ
物
な
れ
ば
」
な
ど
と
松
の
め
で
た
い
由
緒
を
語
る
。 
こ
れ
と
同
様
の
語
リ
に
、
鷺
家
の
風
流
〈
松
亀
〉
の
松
の
語
リ
、〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
の
住
吉
の
松
の
精
の
語
リ
が
あ
り
、
こ
の
独
立
の
狂
言
語
リ
〈
松
〉
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 
 
４
〈
松
・
竹
の
風
流
〉〔
三
〕
の
竹
の
精
は
、「
有
情
非
情
の
た
ぐ
ひ
ま
で
、
親
に
ま
さ
る
物
ま
れ
な
り
、
竹
は
必
親
よ
り
太
く
の
び
、
寿
命
目
出
度
物
な
れ
ば
」
な
ど
と
竹
の
め
で
た
い
由
緒
を
語
る
。 
こ
れ
と
同
様
の
語
リ
に
、
鷺
保
教
本
記
載
の
〈
竹
の
風
流
〉
の
竹
の
精
の
語
リ
、
和
泉
流
の
〈
竹
の
語
〉(
注
13)
が
あ
る
。
虎
明
が
、
自
作
五
曲
を
含
む
三
十
曲
を
収
載
し
た
『
風
流
之
本
』
を
筆
録
す
る
以
前
の
「
寛
永
十
二
年
に
山
脇
和
泉(
元
宜)
・
山
脇
五
郎
左
衛
門(
元
永)
よ
り
「
風
流
五
番
」
の
相
伝
を
受
け
た
ら
し
く
、
そ
の
際
の
「
神
文
」
が
山
脇
和
泉
家
の
『
狂
言
由
緒
略
書
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
」(
注
14)
と
の
橋
本
朝
生
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
相
伝
を
受
け
た
「
風
流
五
番
」
が
『
風
流
之
本
』
記
載
の
三
十
曲
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
山
脇
和
泉
家
と
の
関
わ
り
か
ら
、
和
泉
流
の
〈
竹
の
語
〉
を
〈
松
・
竹
の
風
流
〉
の
作
者
で
あ
る
虎
明
が
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。 
 
５
〈
大
黒
の
風
流
〉〔
三
〕
の
大
黒
は
、「
開
山
い
ひ
や
大
黒
は
、
一
日
に
千
人
を
こ
そ
扶
持
し
給
へ
、
此
山
に
は
三
千
人
の
衆
徒
あ
れ
ば
、
三
千
を
守
り
給
ふ
天
ぶ
を
こ
そ
安
置
申
べ
け
れ
と
有
し
か
ば
、
大
黒
大
に
怒
を
な
し
、
い
で
さ
ら
は
三
千
を
守
る
奇
特
を
見
せ
ん
と
て
、
忽
三
面
六
臂
（
ヒ
）
と
現
じ
、
今
に
お
い
て
仏
法
繁
昌
に
守
る
也
、
な
ん
ほ
う
奇
特
な
る
大
黒
に
て
候
」
な
ど
と
出
現
の
奇
特
を
語
る
。 
同
様
の
語
リ
は
、
大
蔵
虎
明
本
・
天
理
本
狂
言
六
義
・
鷺
保
教
本
の
狂
言
〈
夷
大
黒
〉
に
あ
り
、
こ
れ
が
右
の
風
流
の
語
リ
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
共
に
独
立
の
狂
言
語
リ
〈
大
黒
〉
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 
 
６
〈
八
幡
の
風
流
〉〔
三
〕
の
鷹
の
精
は
、「
ま
か
ぶ
ら
に
ひ
さ
し
を
さ
せ
ば
、
目
は
明
星
の
こ
と
く
、
嘴
（
ハ
シ
）
爪
な
ど
は
三
ケ
月
の
こ
と
く
に
し
て
、
ま
へ
に
は
や
ま
を
い
た
だ
き
、
う
し
ろ
に
山
河
を
な
が
す
」
な
ど
と
鷹
の
吉
相
・
名
所
を
語
る
。 
同
様
の
語
リ
が
大
蔵
虎
明
本
・
天
理
本
狂
言
六
義
の
狂
言
〈
政
頼
〉
に
あ
り
、
こ
れ
が
右
の
風
流
の
語
リ
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
共
に
独
立
の
狂
言
語
リ
〈
鷹
〉
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 
 
（
三
）
他
の
素
材
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
た
語
リ  
間
狂
言
、
独
立
の
狂
言
語
リ
に
拠
ら
ず
、
そ
の
他
の
素
材
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
語
リ
を
以
下
に
見
る
。 
１
〈
碁
・
将
棋
・
双
六
の
風
流
〉〔
三
〕
の
碁
の
精
は
、「
秦
の
始
皇
し
や
う
ざ
ん
に
か
く
れ
、
浜
の
真
砂
（
マ
サ
ゴ
）
の
し
ろ
く
ろ
を
あ
つ
め
て
う
ち
は
じ
め
給
ふ
也
、
是
十
八
か
い
を
へ
う
す
ゆ
へ
に
、
盤
（
バ
ン
）
を
一
尺
八
寸
に
作
り
、
石
の
白
黒
は
よ
る
ひ
る
の
い
ろ
、
せ
い
も
く
は
九
よ
う
也
、
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目
の
数
は
一
と
せ
の
日
の
数
、
う
つ
お
と
は
あ
う
ん
の
ひ
ゞ
き
を
あ
ら
は
す
、
仙
人
も
碁
を
見
る
内
に
、
お
の
え
お
れ
て
家
路
に
帰
り
、
七
世
の
孫
に
あ
ふ
事
も
、
め
で
た
き
た
め
し
と
こ
そ
、
う
け
給
は
り
候
へ
」
な
ど
と
語
る
。 
こ
の
語
リ
は
、
能
〈
碁
〉（
注
15
）
に
「［
ク
リ
］
地
そ
れ
碁
は
定
恵
の
二
手
を
見
せ
、
打、
つ、
音、
に、
阿
吽
、
、
の、
響、
き
あ
り
、
、
、
、
さ
れ
ば
目
の
前
に
生
死
の
命
悟
を
顕
は
し
て
は
、
す
な
は
ち
涅
槃
の
形
を
見
す
［
サ
シ
］シ
テ
石、
の、
白
黒
、
、
は、
夜
昼
、
、
の、
色
、
星
目
、
、
、
、
は、
九
曜
、
、
た
り
、
、
地
目、
を、
三
百
六
十
目
、
、
、
、
、
に、
割、
る
こ
と
は
、
、
、
、
、
、
こ
れ
ひ
と
、
、
、
、
年、
の、
日、
の、
数、
な
り
、
、
」
と
傍
点
部
の
よ
う
に
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。「
あ
う
ん
の
ひ
ゞ
き
を
あ
ら
は
す
」
ま
で
の
個
所
は
能
〈
碁
〉
に
拠
り
、
仙
人
も
碁
を
見
る
内
に
斧
柄
折
れ
た
話
は
、
梁
の
任
昉
著
『
述
異
記
』
巻
上
に
「
信
安
郡
ニ
有
リ
二
石
室
山
一
晋
ノ
王
質
伐
ヲ
レ
木
ヲ
至
ル
見、ル、
二、
童
子
数
人
、
、
、
、
碁、ヲ、
而
歌
、
、フ
ヲ
、
、
一、
質
因
テ
聴
ク
レ
之
ヲ
童
子
以
テ
二
一
物
ヲ
一
與
フ
レ
質
ニ
如
シ
レ
棗
核
ノ
質
含
メ
ハ
レ
之
不
レ
覚
ヘ
レ
饑
ヲ
俄
頃
ニ
童
子
謂
テ
曰
ク
何
ソ
不
ル
レ
去
ラ
質
起
テ
視、レ
ハ
、
、
二、
斧
柯
、
、ヲ、
一、
爛
藎
、
、ス、
既、ニ、
帰、ル、
無、シ、
二、
復
時
人
、
、
、一、
」(
注
16)
と
あ
る
話
に
基
く
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
２
〈
枇
杷
・
橘
の
風
流
〉〔
三
〕
の
枇
杷
の
精
は
、「
其
子
細
は
、
漢
（
カ
ン
）
朝
に
は
、
詩
を
作
る
、
其
詩
に
曰
、
廬
橘
（
ロ
キ
ツ
）
花
開
キ
て
、
楓
葉
衰
と
作
ら
れ
た
り
、
是
こ
そ
枇
杷
を
廬
橘
と
云
證
拠
候
よ
」
と
語
る
。 
唐
代
の
戴
叔
倫
の
詩
「
湘
南
即
事
」
の
起
句
に
「
廬
橘
花
開
楓
葉
衰
、
、
、
、
、
、
、
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
句
に
拠
っ
て
右
の
語
リ
は
創
作
さ
れ
て
い
る
。 
 
３
〈
枇
杷
・
橘
の
風
流
〉〔
三
〕
の
橘
の
精
は
、「
あ
ふ
橘
を
廬
橘
と
云
事
は
、
日
の
本
に
お
ひ
て
朗
詠
の
詩
に
曰
、
枝
に
は
金
鈴
を
繋
た
り
春
雨
の
後
と
作
ら
れ
た
り
、
又
歌
に
〽
皐
（
サ
）
月
ま
つ
、
花
橘
の
香
を
か
げ
ば
、
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
、
是
こ
そ
橘
を
廬
橘
と
云
せ
う
こ
候
よ
」
と
語
る
。 
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
夏
の
「
枝、
に
は
、
、
金
鈴
、
、
を、
繋、
け
た
り
、
、
、
春、
の、
雨、
の、
後、
花
は
紫
麝
を
薫
ず
凱
風
の
程
」
の
傍
点
部
の
詩
句
と
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
三
・
夏
歌
・
よ
み
人
し
ら
ず
の
歌
に
拠
っ
て
右
の
語
リ
は
創
作
さ
れ
て
い
る
。 
 
４
〈
仙
人
の
風
流
〉〔
三
〕
の
壺
公
は
、「
晋
（
シ
ン
）
の
げ
ん
し
や
う
く
ん
、
劉
伯
（
リ
ウ
ハ
ク
）
倫
、
酒
徳
の
頌
（
ジ
ユ
）
を
作
て
世
に
伝
ふ
、
又
唐
の
太
子
の
賓
客
白
楽
天
も
、
酒
功
の
讃
を
作
て
是
に
継
（
ツ
ゲ
）
り
、
其
外
し
や
う
山
の
し
こ
う
、
晋
の
竹
林
の
七
賢
、
廬
（
ロ
）
山
の
三
笑
、
い
つ
れ
も
是
は
酒
功
の
者
也
」
な
ど
と
語
る
。 
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
酒
に
「
晋、
の、
建
威
将
軍
劉
伯
倫
、
、
、
、
、
、
、
酒
を
嗜
ん
で
酒
徳
頌
、
、
、
を、
作、
っ
て
、
、
世、
に、
伝、
へ、
唐、
の、
太
子
、
、
の、
賓
客
白
楽
天
、
、
、
、
、
ま
た
酒
を
嗜
ん
で
酒
功
讃
、
、
、
を、
作、
っ
て
、
、
以、
て
こ
れ
に
、
、
、
、
継、
ぐ、
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
傍
点
部
の
詩
句
に
商
山
の
四
皓
、
竹
林
の
七
賢
、
廬
山
の
三
笑
を
加
え
て
、
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
５
〈
仙
人
の
風
流
〉〔
三
〕
の
費
長
房
は
、「
費
（
ヒ
）
長
房
と
て
、
壺
（
コ
）
公
の
弟
子
也
、
葛
帔
（
カ
ツ
ヒ
）
に
竹
杖
を
な
げ
、
竹
葉
の
酒
を
以
て
万
民
和
楽
の
謀
（
ハ
カ
リ
コ
ト
）
を
な
せ
り
」
な
ど
と
語
る
。 
『
後
漢
書
』「
方
術
伝
」
に
「
費
長
房
は
薬
売
り
の
老
人
（
壺
公
）
に
仙
術
を
習
う
が
落
第
し
、
別
れ
際
に
授
け
ら
れ
た
竹
杖
を
葛
陂
（
は
）
に
投
げ
込
む
と
竜
で
あ
っ
た
。
遂
に
万
病
を
治
し
、
百
鬼
を
笞
う
ち
、
土
地
神
を
駆
使
す
る
能
力
を
発
揮
す
る
」（
注
17
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
承
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
た
語
リ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
６
〈
仙
人
の
風
流
〉〔
三
〕
の
彭
祖
は
、「
是
は
彭
祖
仙
人
と
て
、
菊
水
を
汲
で
寿
命
を
う
る
も
の
七
百
歳
な
り
」
な
ど
と
語
る
。 
彭
祖
は
、『
神
仙
伝
』
に
「
帝
顓
頊
（
せ
ん
ぎ
ょ
く
）
の
玄
孫
で
あ
っ
た
。
殷
代
の
末
に
は
す
で
に
七
百
六
十
七
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
老
衰
は
し
て
い
な
か
っ
た
」（
注
18
）
と
あ
る
。
ま
た
、
能
〈
菊
慈
童
〉
に
「
此
妙
文
を
菊、
の、
葉、
に
、
、
、
置、
く、
滴、
や
露
の
身
の
、
不
老
不
死
の
薬
と
な
つ
て
、
七
百
歳
、
、
、
を
送
り
ぬ
る
、
汲、
む、
人、
も、
汲
ま
ざ
る
も
、
延
ぶ
る
や
千
年
な
る
ら
ん
」（
注
19
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
傍
点
部
の
詩
句
が
表
す
内
容
を
彭
祖
が
七
百
歳
を
超
え
て
生
き
た
こ
と
と
結
び
付
け
て
創
作
さ
れ
た
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語
リ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
７
〈
蟻
の
風
流
〉〔
三
〕
の
穴
師
の
明
神
は
、「
む
か
し
も
ろ
こ
し
よ
り
、
我
朝
の
知
恵
を
は
か
ら
ん
と
て
、
穴
の
七
ま
が
り
あ
る
玉
を
我
朝
へ
渡
し
、
是
に
糸
を
通
し
て
か
へ
せ
と
申
、
此
事
人
間
の
わ
ざ
に
な
る
事
に
て
あ
ら
ざ
れ
ば
、
泊
瀬
の
観
音
に
祈
誓
を
申
、
下
向
道
に
三
輪
を
と
を
り
し
に
、
し
づ
の
め
の
は
た
を
お
る
お
と
き
け
ば
」、「
蟻
の
腰
に
糸
を
つ
け
、
穴
の
口
に
む
け
よ
と
有
、
頓
而
左
様
に
し
け
れ
は
、
其
蟻
な
ん
な
く
穴
を
と
を
り
、
其
糸
と
を
し
て
も
ろ
こ
し
に
か
へ
す
、
そ
れ
よ
り
日
本
は
知
恵
第
一
の
国
と
い
へ
り
」
な
ど
と
語
る
。 
同
様
の
話
は
、『
枕
草
子
』（
三
巻
本
）・
二
四
四
段
、『
神
道
集
』「
蟻
通
し
明
神
の
事
」
に
見
え
、
『
枕
草
子
』
で
は
親
孝
行
な
中
将
が
親
の
知
恵
を
借
り
て
難
題
を
解
決
す
る
と
い
う
蟻
通
明
神
の
縁
起
譚
で
あ
る
。
ま
た
、『
神
道
集
』
で
は
、
玄
奘
三
蔵
が
天
竺
へ
渡
る
と
き
に
、
女(
実
は
大
般
若
経
の
守
護
神
・
秦
奢
大
王)
に
難
題
を
課
さ
れ
る
が
、
機
織
り
虫
の
鳴
き
声
に
よ
っ
て
解
決
策
に
気
付
く
、
と
い
う
話
で
あ
る
。 
右
の
語
リ
で
は
、
穴
師
明
神
近
く
の
三
輪
で
賤
女
の
機
織
る
音
を
聞
い
て
解
決
策
を
思
い
付
い
て
い
る
（
注
20
）。
こ
れ
ら
の
類
似
の
説
話
の
一
つ
を
素
材
に
し
て
、
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
８
〈
蟻
の
風
流
〉〔
三
〕
の
蟻
は
、「
昔
も
ろ
こ
し
に
、
淳
于
棼
（
シ
ユ
ン
ウ
フ
ン
）
と
云
者
、
夏
の
比
大
木
の
も
と
に
ゑ
ひ
ふ
し
た
り
し
に
、
蟻
共
に
さ
そ
は
れ
穴
に
入
と
思
へ
は
国
あ
り
、
其
国
の
あ
る
じ
の
前
に
て
蟻
お
ほ
く
あ
つ
ま
り
ま
ひ
た
る
」、「
飛
鳥
井
殿
の
鞠
の
か
ゝ
り
に
て
、
あ
そ
こ
へ
も
あ
り
、
こ
ゝ
へ
も
あ
り
と
め
さ
る
ゝ
時
は
、
寸
の
隙
な
く
は
ひ
ま
ひ
候
」
な
ど
と
語
る
。 
唐
代
の
李
公
佐
作
の
伝
奇
小
説
『
南
柯
太
守
伝
』
に
、「
淳
于
棼
が
槐
の
大
木
の
下
で
酔
い
し
れ
、
槐
安
国
王
に
迎
え
ら
れ
、
木
の
下
の
穴
へ
入
っ
て
行
き
、
王
女
と
結
婚
し
、
盛
大
に
婚
礼
が
行
わ
れ
た
」（
注
21
）
と
蟻
の
国
訪
問
の
話
が
あ
る
。
ま
た
、『
醒
睡
笑
』
巻
之
三
・
不
文
字
に
「
京
よ
り
、
い
た
ら
ぬ
者
ど
も
連
れ
立
ち
、
石
山
寺
に
参
り
」、「
一
人
が
申
し
け
る
は
、『
誰
人
の
建
立
と
こ
そ
存
じ
つ
る
に
、
さ
て
は
飛
鳥
井
殿
、
、
、
、
の
建
て
さ
せ
給
ひ
て
候
よ
の
う
』。『
そ
の
願
主
は
、
な
に
の
合
点
よ
り
い
ふ
ぞ
や
』。『
そ
の
こ
と
よ
。
縁
起
の
次
第
が
、
い
づ
れ
の
言
葉
に
も
、
な
に
あ
り
、
、
、
、
、
か
あ
り
、
、
、
、
あ
り
あ
り
、
、
、
、〔
本
文
注
・
蹴
鞠
の
と
き
の
掛
け
声
〕
と
よ
ま
れ
た
ほ
ど
に
、
さ
う
か
と
思
う
て
』。」（
注
22
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
を
素
材
に
し
て
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
９
〈
梅
の
風
流
〉〔
三
〕
の
山
礬
の
精
は
、「
も
ろ
こ
し
に
は
詩
を
も
て
あ
そ
ぶ
、
則
山
谷
ガ
詠
ス
ル
二
水
仙
花
ヲ
一
詩
ニ
曰
含
（
フ
ク
）
ミ
レ
香
（
カ
）
ヲ
体
シ
テ
レ
素
（
ソ
）
ヲ
欲
ス
レ
傾
（
カ
タ
ム
ケ
）
ン
ト
レ
城
ヲ
山
礬
ハ
是
弟
、
梅
ハ
是
兄
、
坐
二
対
ス
レ
バ
真
成
ニ
一
被
レ
二
花
ニ
悩
（
ナ
ヤ
マ
サ
）
一
出
レ
門
一―
笑
大―
江
横
（
ヨ
コ
タ
フ
）
と
作
り
た
り
、
是
兄
弟
の
し
る
し
候
よ
」
と
語
る
。 
こ
の
語
リ
は
、
北
宋
の
詩
人
・
黄
山
谷
の
詩
「
王
充
道
送
水
仙
花
五
十
枝
、
欣
然
会
心
、
為
之
作
詠
」
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
て
い
る
。 
 
10
〈
布
留
の
風
流
〉〔
千
〕
の
布
留
の
明
神
は
、「
昔
石
（
イ
ソ
）
の
上
の
川
上
よ
り
、
一
つ
の
宝
剣
流
下
る
、
其
刃
に
あ
た
る
者
、
岩
木
も
た
ま
ら
ず
き
れ
く
だ
く
、
此
明
神
布
を
以
請
と
め
、
則
此
宮
に
奉
納
す
、
夫
よ
り
し
て
此
明
神
を
、
布
留
の
明
神
と
は
云
也
」
な
ど
と
語
る
。 
能
〈
布
留
乃
能
〉
に
「
当
社
の
御
神
体
は
剣
に
て
御
渡
り
候
、
こ、
の、
川、
に
て
、
、
洗、
ひ
し
、
、
布、
に、
流、
れ、
留、
ま
り
、
、
給、
ひ
し
、
、
御
剣
、
、
な
り
、
、
」「
又
そ
の
御
名
を
、
布
留
の
剣
と
申
す
事
、
こ
の
、
、
川
上
、
、
の、
流
水
、
、
よ
り
、
、
、
流
れ
出
で
給
ひ
て
し
つ
し
の
、
洗、
ひ
し
、
、
麻
布
、
、
に
、
か
ゝ
り
、
、
、
、
、
留、
ま
り
、
、
給、
ひ
し
よ
り
、
、
、
、
、
、布、
に、
留、
ま
る
、
、
故、
を
も
て
、
、
、
、
、
布
留
、
、
の、
神、
と
は
、
、
申、
す
な
り
、
、
、
」（
注
23
）
と
あ
る
。
傍
点
部
の
よ
う
に
類
似
の
詩
句
の
見
ら
れ
る
能
に
拠
っ
て
、
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
11
〈
延
命
地
蔵
の
風
流
〉〔
三
〕
の
延
命
地
蔵
は
、「
心
に
生
滅
な
き
故
に
延
命
と
名
つ
く
、
心
に
す
い
は
な
き
故
に
地
蔵
と
云
、
我
を
信
仰
す
る
者
に
は
、
十
種
の
福
を
得
さ
す
べ
し
、
一
つ
に
は
女
人
さ
ん
た
い
ら
か
也
、
二
つ
は
し
ん
こ
ん
ぐ
そ
く
す
、
三
つ
は
衆
病
悉
く
の
ぞ
く
、
四
つ
は
寿
命
長
遠
な
る
べ
し
、
五
つ
は
聡
明
智
恵
、
六
つ
は
財
宝
盈
溢
（
ミ
チ
ア
ブ
ル
）
る
、
七
つ
は
衆
人
愛
敬
、
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八
つ
は
五
穀
成
就
す
、
九
つ
に
は
神
明
加
護
す
、
十
は
大
菩
提
を
し
や
う
ず
る
也
」
な
ど
と
語
る
。 
延
命
地
蔵
経
に
、「
当
経
ニ
云
心
無
、
、キ
カ
、
、
二、
生
滅
、
、一、
故、ニ、
名、二、
延
命
、
、ト、
一、
矣
」、「
当
経
ニ
云
無、キ
カ
、
、
二、
嶊
破
、
、一、
故、
ニ、
名、ク
ト
、
、
二、
地
蔵
、
、ト、
一、
矣
」(
語
リ
に
「
す
い
は
」
と
あ
る
の
は
、「
嶊
破
」
を
そ
の
よ
う
に
読
み
、「
水
波
」
と
解
し
た
も
の
か)
、「
亦
タ
是
ノ
菩
薩
ハ
得、二、
十
種
、
、ノ、
福、ヲ、
一
一
ニ
ハ
者
女
人
泰
産
、
、
、
、(
、タ
イ
サ
ン
、
、
、
、)
、二
ニ
ハ
者
身
根
、
、
具
足
、
、
三
ニ
ハ
者
衆
病
悉
除
、
、
、
、
四
ニ
ハ
者
寿
命
長
遠
、
、
、
、(
、ヲ
ン
、
、)
五
ニ
ハ
者
聡
明
、
、(
、サ
ウ
メ
イ
、
、
、
、)
、智
恵
、
、
六
ニ
ハ
者
財
宝
盈
、
、
、
溢、(
、エ
イ
イ
ツ
、
、
、
、)
、七
ニ
ハ
者
衆
人
愛
敬
、
、
、
、(
、ア
イ
キ
ヤ
ウ
、
、
、
、
、)
、八
ニ
ハ
者
穀
米
、
、(
、コ
ク
ベ
イ
、
、
、
、)
、成
就
、
、
九
ニ
ハ
者
神
明
加
護
、
、
、
、
十
ニ
ハ
者
證、ス、
二、
大
菩
提
、
、
、ヲ、
一、
」（
注
24
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
文
を
素
材
に
し
て
、
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
12
〈
延
命
地
蔵
の
風
流
〉〔
三
〕
の
地
蔵
は
、
鈴
ノ
段
を
相
舞
す
る
と
な
っ
た
時
に
は
、
錫
杖
を
持
っ
て
舞
う
。
こ
の
時
、
錫
杖
の
謂
わ
れ
を
問
わ
れ
る
と
、
次
の
よ
う
に
語
る
。 
そ
れ
錫
杖
は
、則
塔
婆
の
か
た
ち
、ほ
う
と
う
か
う
め
う
な
る
事
、須
弥
山
王
の
如
く
に
て
、
功
徳
か
う
げ
ん
也
、
此
錫
杖
を
見
れ
ば
、
須
弥
法
界
塔
婆
を
見
る
に
同
じ
、
か
る
が
故
に
一
た
び
是
を
見
る
人
は
、
先
現
世
安
楽
に
し
て
、
後
に
じ
や
う
せ
つ
に
生
る
れ
、
悉
仏
界
の
悟
を
な
す
に
依
て
、
六
道
能
化
の
地
蔵
菩
薩
、
錫
杖
を
持
て
、
し
ゆ
く
の
衆
生
を
引
導
し
給
ふ
、
此
錫
杖
の
徳
を
唱
へ
て
、
三
ぼ
う
に
供
養
す
れ
ば
、
功
徳
無
量
也
、
な
ん
ほ
う
有
が
た
き
物
に
て
候 
『
説
法
明
眼
論
』「
錫
杖
品
第
九
」
に
「
宝
塔
高
妙
、
、
、
、ナ
リ
、
、
譬
ハ
如、シ、
二、
須
弥
山
王
、
、
、
、ノ、
一、
今
此
ノ
錫
杖
モ
即
是
宝
塔
ナ
リ
功
徳
、
、ノ、
高
顯
、
、モ、
亦
如
、
、シ、
二、
須
弥
、
、ノ、
一、
見、レ
ハ
、
、
二、
此、ノ、
錫
杖
、
、ヲ、
一、
並、ニ、
見、ナ
リ
、
、
二、
須
弥
法
界
塔
婆
、
、
、
、
、
、ヲ、
一、
一
見
、
、ノ、
人
天
、
、ハ、
現
世
安
楽
後
、
、
、
、
、ニ、
生、レ、
二、
浄
刹
、
、ニ、
一、
悉、ク、
成、ス、
二、
仏
果
、
、ヲ、
一、
語、
参、(
、サ
ン
、
、)
、地
蔵
、
、ノ、
持、ス
ル
コ
ト
ハ
、
、
、
、
、
二、
此
錫
杖
、
、
、ヲ、
一、
将、ニ、
為、メ
ナ
リ
、
、
、
レ、
成、セ
ン
カ
、
、
、
二、
一
見
、
、ノ、
人
天
、
、ノ、
功
徳
、
、ヲ、
一、
是
ノ
故
ニ
至
心
、
、ニ、
唱、テ、
レ、
徳、ヲ、
供、二、
養、ス、
三
種
、
、ノ、
三
宝
、
、ヲ、
矣、
若
シ
致
セ
二
此
ノ
供
養
ヲ
法
界
塔
婆
来
二
入
ヲ
道
場
ニ
一
成、二、
就、ス、
大
願
、
、ヲ、
一、
」(
注
25)
と
あ
る
。「
語
参
」
は
、
同
書
に
「
異
本
ニ
語
ヲ
作
レ
悟
」
の
注
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
悟
参
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
、「
悟
り
を
ひ
ら
い
て
六
道
の
衆
生
を
あ
ま
ね
く
救
う(
六
道
能
化)
に
至
っ
た
」
の
意
で
あ
ろ
う
。「
将
ニ
為
メ
ナ
リ
レ
成
セ
ン
カ
二
一
見
ノ
人
天
ノ
功
徳
ヲ
一
」
は
、「
確
か
に
一
見
の
人
天
に
生
ま
れ
た
衆
生
の
功
徳
を
積
ま
せ
て
仏
道
に
導
か
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
」
と
解
せ
る
。
傍
点
部
の
よ
う
な
類
似
の
表
現
の
見
ら
れ
る
仏
教
書
に
拠
っ
て
、
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
13
〈
八
幡
の
風
流
〉〔
三
〕
の
鳩
の
精
は
、「
夫
鳩
に
は
三
枝
（
シ
）
の
礼
有
、
其
う
へ
我
等
程
親
に
孝
な
る
者
な
し
、
百
行
の
内
に
は
、
孝
を
以
て
第
一
と
す
、
又
月
令
に
曰
、
仲
春
に
鷹
化
し
て
鳩
と
な
る
、
七
月
に
鳩
化
し
て
鷹
と
な
る
と
い
へ
ば
、
鷹
と
我
等
と
は
同
一
体
の
物
に
て
候
」
と
語
る
。 
三
枝
の
礼
と
は
、
鳩
は
、
小
鳥
が
親
鳥
よ
り
三
本
下
の
枝
に
留
ま
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
礼
儀
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
の
た
と
え
で
あ
る
。
ま
た
、『
礼
記
』
月
令
篇
に
「
倉
庚
（
さ
う
か
う
・
う
ぐ
い
す
）
鳴
、
鷹
化
為
、
、
、レ、
鳩、
」
と
あ
り
、
同
王
制
篇
に
「
鳩
化
為
、
、
、レ、
鷹、
、
然
後
設
二
罻
羅
（
ゐ
ら
・
鳥
の
網
）
一
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
素
材
と
し
て
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
14
〈
弁
才
天
の
風
流
〉〔
三
〕
の
宇
賀
神
は
、「
武
蔵
相
模
の
境
の
湖
」
に
住
む
「
五
頭
龍
」
が
「
悪
心
を
翻
し
、
天
ぶ
と
夫
婦
に
な
り
、
則
竜
の
口
の
明
神
と
て
、
此
国
の
守
護
神
と
な
る
」
な
ど
と
語
る
。 能
〈
江
島
〉
の[
ク
セ]
に
「
こ
ゝ
に
又
古
、
武
蔵
相
模
、
、
、
、
の、
境、
に、
、
鎌
倉
海
月
の
間
に
深
沢
と
い
ふ
湖、
あ
り
、
、
、
か
の
、
、
湖、
に、
大
蛇
住
、
、
、
め
り
、
、
其
身
一
つ
に
し
て
、
そ
の
頭
五
、
、
つ
あ
り
、
、
、
」「
時
に
天
部
、
、
は、
龍
に
向
ひ
、
汝、
が、
悪
心
、
、
を、
翻、
し、
殺
生
を
と
ゞ
め
こ
の
、
、
国、
の、
守
護
神
、
、
、
と
な
ら
ば
、
、
、
、
、
、
夫
婦
、
、
の、
語、
を
わ
れ
は
な
す
べ
、
、
、
、
、
、
、
し、
と
、
堅
く
誓
約
し
給
へ
ば
龍
王
も
こ
れ
に
応
じ
つ
つ
、
今
よ
り
殺
害
を
と
ゞ
め
て
善
心
を
思
ひ
龍、
の、
口、
の
、
、
、
明
神
、
、
と
な
り
、
、
、
給、
ひ
、
、
、
国
土
、
、
を、
守
護
、
、
し、
給、
ふ
な
り
、
、
、
」(
注
26)
と
あ
る
。
傍
点
部
の
よ
う
な
類
似
の
詩
句
の
見
ら
れ
る
能
に
拠
っ
て
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
15
〈
弁
才
天
の
風
流
〉〔
三
〕
の
弁
才
天
は
、「
我
は
欽
明
天
皇
の
御
宇
に
あ
ら
は
れ
出
し
、
江
の
嶋
の
天
女
な
り
」「
我
一
切
衆
生
に
大
福
を
あ
た
へ
ん
と
の
誓
あ
り
」
な
ど
と
語
る
。 
能
〈
江
島
〉
の
ワ
キ
の
詞
に
「
そ
も
〳
〵
こ
れ
は
欽
明
天
皇
、
、
、
、
に、
仕、
へ、
奉、
る、
臣
下
な
り
、
扨
も
相
模
の
国
江
野
と
い
ふ
浦
に
、
去
ん
ぬ
る
、
卯
月
十
日
あ
ま
り
に
、
不
思
議
の
奇
瑞
様
々
あ
つ
て
海
上
、
、
に、
一、
つ
の
、
、
島
涌
出
、
、
、
す、
、
則
ち
江
野
に
名
ぞ
ら
へ
て
是、
を、
江、
の、
島、
と、
号、
す、
、
雲
上
に
天
女
顕
、
、
、
れ、
給、
ふ、
」
と
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あ
り
、
後
ツ
レ
・
天
女
の
登
場
時
の
地
謡
の
詞
章
に
「
衆、
生
済
度
、
、
、
の
そ
の
、
、
、
御
方
便
、
、
、
、
衆
生
済
度
の
そ
の
御
方
便
も
、
福
寿
円
満
、
、
、
、
の、
願、
を
か
な
へ
、
、
、
、
」(
注
27)
と
あ
る
。
傍
点
部
の
よ
う
に
類
似
の
詩
句
の
見
ら
れ
る
能
に
拠
っ
て
、
右
の
語
リ
は
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
（
四
）
素
材
未
詳
の
語
リ  
１
〈
し
や
う
れ
う
じ
の
風
流
〉〔
千
〕
の
し
や
う
れ
う
じ
は
、「
利
剣
の
徳
と
い
つ
は
、
だ
ん
わ
く
り
し
や
う(
注
28)
と
は
、
ま
よ
ひ
を
き
り
、
さ
と
り
を
ひ
ら
く
心
也
、
又
利
剣
は
知
恵
の
形
に
て
、
不
動
、
文
殊
も
剣
を
持
給
ふ
、
左
に
持
た
る
経
は
寿
命
経
也
、
此
経
を
た
も
つ
者
は
幾
久
し
く
寿
命
を
の
ぶ
」
な
ど
と
語
る
。 
こ
の
風
流
の
出
物
の
「
し
よ
う
れ
う
じ
」
に
つ
い
て
は
、
田
口
氏
が
「
し
や
う
れ
う
ち
」
と
清
音
に
読
み
、
漢
字
を
宛
て
る
と
す
れ
ば
、
大
智
度
論
以
下
に
用
い
ら
れ
る
語
彙
の
「
清
涼
池
」
で
あ
る
こ
と
、「
典
拠
不
明
な
が
ら
、
そ
こ
に
居
る
「
大
将
」
が
剣
と
経
を
持
つ
と
い
う
の
も
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る
」（
注
29
）
と
指
摘
す
る
。
し
よ
う
れ
う
じ
は
、
左
に
経
、
右
に
剣
を
持
っ
て
登
場
し
、
利
剣
と
経
の
徳
を
語
っ
た
後
に
「
則
千
歳
ふ
る
は
寿
命
祈
祷
の
舞
な
れ
ば
、
千
歳
ふ
る
の
ふ
る
と
云
字
と
、
経
と
云
字
と
同
じ
文
字
な
り
」
と
千
歳
と
の
縁
の
強
さ
を
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
語
リ
は
こ
の
風
流
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。 
 
２
〈
桑
の
風
流
〉〔
千
〕
の
桑
の
精
は
、「
天
王
氏
、
日
の
出
る
所
を
さ
し
て
尋
行
く
に
、
桑
お
ほ
く
生
出
た
る
中
よ
り
、
白
髪
の
老
人
一
人
、
桑
の
木
の
末
に
の
ぼ
ら
ん
〳
〵
と
す
れ
は
、
則
日
輪
と
な
る
、
然
は
桑
の
あ
た
ゝ
か
な
る
は
此
故
也
、
か
る
が
故
に
日
本
を
扶
桑
国
と
名
づ
く
、
又
一
節
に
阿
弥
陀
如
来
の
へ
ん
さ
と
も
い
へ
り
、
桑
の
徳
に
よ
り
衆
生
を
済
度
し
給
ふ
事
も
、
弥
陀
の
四
十
八
願
に
あ
て
ゝ
、
桑
と
云
文
字
は
四
十
八
と
か
け
り
」
な
ど
と
語
る
。 
こ
の
語
リ
は
、
老
人
が
桑
の
木
に
登
っ
て
日
輪
に
な
っ
た
こ
と
を
扶
桑
国
の
由
来
と
し
、「
日
は
照
る
と
も
」
と
謡
う
千
歳
と
桑
と
の
縁
の
強
さ
を
強
調
す
る
こ
と
、
桑
の
字
を
弥
陀
の
四
十
八
願
に
結
び
付
け
て
桑
の
徳
を
強
調
す
る
こ
と
を
も
ね
ら
い
に
す
る
こ
と
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
３
〈
桑
の
風
流
〉〔
千
〕
の
桑
の
精
は
、「
是
へ
召
つ
れ
た
る
は
、
蚕
（
カ
イ
コ
）
と
申
て
綿
に
な
る
物
に
て
候
が
、
桑
の
徳
に
よ
り
生
長
仕
る
に
よ
つ
て
、
我
等
に
つ
ひ
て
出
て
候
、
其
上
雷
電
の
す
る
時
は
、
桑
原
〳
〵
と
い
へ
ば
な
り
や
み
候
事
も
桑
の
徳
也
」
な
ど
と
桑
の
徳
を
語
る
。 
こ
の
語
リ
は
特
に
典
拠
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
蚕
の
繭
が
生
糸
の
材
料
に
な
る
こ
と
、
蚕
が
桑
を
餌
に
し
て
生
長
す
る
こ
と
、「
桑
原
〳
〵
」
が
落
雷
除
け
の
呪
文
で
あ
る
こ
と
、
の
周
知
の
事
実
を
素
材
に
し
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
４
〈
如
意
宝
珠
の
風
流
〉〔
三
〕
の
如
意
宝
珠
は
、「
一
つ
に
は
よ
る
光
明
を
は
な
す
事
満
火
の
こ
と
し
、
二
つ
に
は
こ
う
や
を
ゆ
く
に
水
を
も
と
む
、
三
つ
に
は
ね
が
ふ
も
の
を
忽
ま
ふ
く
、
四
つ
に
は
八
れ
う
の
さ
う
有
、
五
つ
に
は
衆
病
の
苦
を
は
な
る
、
六
つ
に
は
諸
の
悪
竜
、
毒
虫
の
難
を
の
が
る
、
七
つ
に
は
一
切
の
山
河
か
は
く
事
有
と
も
、
草
木
の
う
る
ほ
ひ
を
な
す
、
八
つ
に
は
諸
の
病
な
く
、
狐
、
狼
、
野
干
、
も
さ
は
り
を
な
さ
ず
」
と
宝
珠
の
威
徳
を
語
る
。 
願
を
叶
え
、
病
苦
や
災
難
を
除
き
、
国
土
を
潤
す
な
ど
の
威
徳
の
あ
る
宝
珠
を
君
に
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
繁
栄
を
寿
ぐ
こ
と
を
意
図
し
て
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 
 
５
〈
文
殊
の
風
流
〉〔
三
〕
の
文
殊
は
、「
抑
文
殊
を
三
世
の
母
と
名
付
る
事
は
、
諸
仏
を
う
み
た
る
に
あ
ら
ず
、
智
恵
の
母
也
、
煩
悩
を
談
（
マ
マ
）
ず
る
を
智
恵
と
云
、
仏
も
智
恵
を
以
成
道
し
た
ま
ふ
、
則
此
持
た
る
剣
は
、
煩
悩
を
き
る
利
剣
也
、
知
恵
な
け
れ
は
、
成
道
正
覚
も
な
ら
ず
、
我
は
こ
れ
智
恵
の
根
本
な
る
故
に
、
三
世
の
諸
仏
の
母
也
」
な
ど
と
語
る
。 
『
梁
塵
秘
抄
』
に
「
釈
迦
の
正
覚
と
な
る
こ
と
は
、
こ
の
度
初
と
思
ひ
し
に
、
五
百
塵
劫
よ
り
も
、
彼
方
に
仏
と
見
え
給
ふ
」「
文
殊
は
そ
も
〳
〵
何
人
ぞ
、
三
世
の
仏
の
母
と
い
ま
す
、
十
方
如
来
諸
法
の
師
、
皆
こ
れ
文
殊
の
力
な
り
」
の
仏
歌
が
あ
り
、「
釈
迦
の
正
覚
」「
三
世
の
仏
の
母
」
の
歌
句
が
見
え
る
。
右
の
語
リ
で
は
、
さ
ら
に
、
煩
悩
を
断
ち
切
り
、
正
覚
に
至
ら
せ
る
の
が
智
恵
で
あ
り
、
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智
恵
の
根
本
な
る
故
に
文
殊
が
諸
仏
の
母
で
あ
る
と
、
智
恵
の
働
き
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
図
に
拠
っ
て
右
の
語
リ
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
以
上
の
間
狂
言
、
独
立
の
狂
言
語
リ
、
他
の
素
材
に
拠
っ
た
語
リ
の
素
材
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 
間
狂
言
に
拠
っ
た
も
の
は
、〈
氷
室
〉〈
弓
八
幡
〉〈
江
島
〉〈
春
日
竜
神
〉
の
脇
能
も
し
く
は
切
能
の
間
狂
言
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
祝
言
的
な
内
容
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。 
独
立
の
狂
言
語
リ
に
拠
っ
た
も
の
は
、〈
双
六
〉〈
将
棋
〉〈
松
〉〈
竹
〉〈
大
黒
〉〈
鷹
〉
の
語
リ
で
あ
り
、
田
口
氏
が
「
風
流
の
出
物
が
登
場
し
て
す
ぐ
に
自
ら
の
由
来
を
語
る
と
い
う
型
が
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
祝
言
語
が
利
用
さ
れ
た
」(
注
30)
と
指
摘
す
る
、
そ
の
「
祝
言
語
」
に
当
た
る
と
見
ら
れ
る
。 
他
の
素
材
に
拠
っ
た
も
の
は
、
能
、
中
国
古
典
小
説
、
漢
詩
・
和
歌
、
経
典
、
説
話
、
咄
な
ど
、
様
々
で
あ
る
。
こ
の
中
で
比
較
的
多
い
の
が
、
能(
〈
碁
〉〈
布
留
乃
能
〉〈
菊
慈
童
〉〈
江
島
〉)
、
中
国
古
典
小
説(
『
述
異
記
』「
方
述
伝
」（『
後
漢
書
』）『
神
仙
伝
』『
南
柯
太
守
伝
』)
、
漢
詩(
「
湘
南
即
事
」『
和
漢
朗
詠
集
』「
王
充
道
送
水
仙
花
五
十
枝
、
欣
然
会
心
、
為
之
作
詠
」)
で
あ
る
。
能
は
、
出
物
が
碁
の
精
の
時
は
〈
碁
〉、
不
老
長
寿
の
仙
人
の
時
は
〈
菊
慈
童
〉、
神
の
時
は
神
能
、
と
出
物
に
応
じ
て
選
ば
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
中
国
古
典
小
説
は
、
爛
柯
、
仙
術
の
駆
使
、
不
老
長
寿
、
蟻
の
国
訪
問
な
ど
、
内
容
の
珍
し
さ
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
詩
は
証
拠
を
明
示
す
る
た
め
に
使
わ
れ
、
簡
潔
な
表
現
が
生
か
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。 
 
二
、
狂
言
風
流
の
構
成
と
出
物
に
と
っ
て
の
語
リ
の
意
義 
 
前
節
で
見
た
狂
言
風
流
の
語
リ
の
素
材
を
元
に
し
て
、
語
リ
の
意
義
を
考
察
し
た
い
が
、
ま
ず
、
出
物
に
と
っ
て
の
語
リ
の
意
義
を
見
て
お
き
た
い
。
は
じ
め
に
、
千
歳
の
風
流
に
つ
い
て
、〈
し
や
う
れ
う
じ
の
風
流
〉
の
構
成
を
見
よ
う
。

１
し
や
う
れ
う
じ
が
一
セ
イ
を
謡
っ
て
登
場
。
め
で
た
い
能
の
見
物
の
た
め
に
現
れ
た
と
言
う
。 
２
し
や
う
れ
う
じ
が
経
と
利
剣
を
持
つ
由
緒
を
語
る
。 
３
千
歳
に
請
わ
れ
て
し
や
う
れ
う
じ
は
キ
リ
を
舞
い
、
舞
い
納
め
て
天
上
に
帰
る
。 
 同
じ
く
千
歳
の
風
流
の
〈
桑
の
風
流
〉
を
見
る
と
、 
 
１
桑
の
精
が
一
セ
イ
を
謡
っ
て
登
場
。
能
見
物
の
た
め
、
千
歳
の
「
日
は
照
る
と
も
」
の
言
葉
を
縁
に
し
て
来
た
と
言
う
。 
２
桑
の
精
が
桑
の
め
で
た
い
由
緒
・
連
れ
た
蚕
の
こ
と
、
桑
の
徳
を
語
る
。 
３
鶏
が
一
セ
イ
を
謡
っ
て
登
場
。
桑
の
精
に
付
い
て
現
れ
た
と
言
う
。 
４
千
歳
、
桑
の
精
、
鶏
が
キ
リ
を
相
舞
に
舞
い
、
桑
の
精
は
蚕
を
引
き
連
れ
、
鶏
は
飛
び
回
っ
て
帰
っ
て
行
く
。 
 出
物
が
複
数
の
場
合
は
後
か
ら
の
出
物
も
一
セ
イ
を
謡
っ
て
登
場
す
る
。 
こ
れ
ら
千
歳
の
風
流
は
、
出
物
の
一
セ
イ
に
よ
る
登
場―
出
物
の
由
緒
の
語
リ
ー
出
物
の
キ
リ
の
舞
、（
相
舞
に
も
）
と
い
う
構
成
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
。 
次
に
、
三
番
三
の
風
流
に
つ
い
て
、〈
碁
・
将
棋
・
双
六
の
風
流
〉
の
構
成
を
見
よ
う
。 
 
１
碁
・
将
棋
・
双
六
の
精
が
一
セ
イ
を
謡
っ
て
登
場
。 
２
碁
の
精
が
め
で
た
い
祝
い
な
の
で
、
見
物
の
た
め
に
出
て
来
た
と
言
う
。 
３
碁
の
精
、
将
棋
の
精
、
双
六
の
精
が
そ
れ
ぞ
れ
の
由
緒
を
語
る
。 
４
各
精
の
め
で
た
い
由
緒
を
聞
い
た
三
番
三
が
鈴
ノ
段
を
舞
っ
て
見
せ
る
。 
５
三
番
三
、
各
精
の
四
人
が
寿
命
長
遠
息
災
延
命
を
祝
っ
て
キ
リ
を
舞
う
。 
６
各
精
は
唐
土
を
指
し
て
帰
っ
て
行
く
。 
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
三
番
三
の
風
流
は
、
一
セ
イ
に
よ
る
出
物
の
登
場―
出
物
の
由
緒
の
語
リ
ー
三
番
三
の
鈴
ノ
段
の
舞―
出
物
の
キ
リ
の
舞
（
相
舞
に
も
）、
と
い
う
構
成
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、〈
枇
杷
・
橘
の
風
流
〉
で
は
、
枇
杷
は
一
セ
イ
で
登
場
す
る
が
、
橘
は
「
〽
こ
ゑ
た
ち
花
な
ふ
〳
〵
三
番
申
楽
は
何
事
を
仰
候
ぞ
」
と
言
い
掛
け
を
し
て
登
場
す
る
。 
千
歳
・
三
番
三
の
風
流
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
出
物
の
ほ
と
ん
ど
は
一
セ
イ
で
登
場
す
る
。
こ
の
一
セ
イ
は
、
語
り
の
内
容
に
ど
う
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
一
セ
イ
に
つ
い
て
見
る
と
、
詞
章
の
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。  
（
１
）「
き
み
が
代
の
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
は
、
か
ね
て
そ
植
え
し
住
吉
の
松
」
の
よ
う
に
、
世
の
平
安
を
謡
っ
た
も
の
ー
〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉（
住
吉
の
松
の
精)
〈
松
・
竹
の
風
流
〉（
松
・
竹
の
精
）〈
仙
人
の
風
流
〉（
壷
公
・
彭
祖
・
費
長
房
）〈
蟻
の
風
流
〉（
蟻
）〈
如
意
宝
珠
の
風
流
〉（
如
意
宝
珠
の
精
）〔
筆
者
注―
（
）
は
一
セ
イ
で
登
場
す
る
出
物
を
示
す
。
以
下
同
じ
。〕 
（
２
）「
異
国
よ
り
薬
の
雪
を
伴
ひ
て
、
和
国
を
さ
し
て
、
急
く
也
」
の
よ
う
に
、
道
行
を
謡
っ
た
も
の
ー
〈
雪
の
風
流
〉（
仙
人
）〈
碁
・
将
棋
・
双
六
の
風
流
〉（
碁
・
将
棋
・
双
六
の
精
）〈
枇
杷
・
橘
の
風
流
〉（
枇
杷
）〈
梅
の
風
流
〉（
三
花
の
精
）〈
西
王
母
の
風
流
〉（
西
王
母
）〈
八
幡
の
風
流
〉（
八
幡
大
菩
薩
） 
こ
の
中
に
は
、「
所
を
は
、
跡
に
南
の
は
と
、
、
の
峰
、
ゆ
き
ゝ
の
道
も
う
た
か
、
、
、
な
り
」〈
八
幡
の
風
流
〉
の
よ
う
に
、
出
物
の
使
獣
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
が
あ
る
。 
（
３
）「
抑
是
は
、
悪
魔
を
払
ひ
、
衆
生
を
守
る
、
し
や
う
れ
う
ぢ
大
将
と
は
、
我
事
な
り
」
の
よ
う
に
、
出
物
の
素
姓
を
謡
っ
た
も
の
ー
〈
し
や
う
れ
う
じ
の
風
流
〉（
し
や
う
れ
う
ぢ
）〈
桑
の
風
流
〉（
桑
の
精
）〈
大
黒
の
風
流
〉（
大
黒
）〈
蟻
の
風
流
〉（
穴
師
明
神
）〈
延
命
地
蔵
の
風
流
〉
（
延
命
地
蔵
）〈
春
日
の
風
流
〉（
春
日
明
神
）〈
弁
才
天
の
風
流
〉（
宇
賀
神
・
弁
才
天
） 
こ
の
中
に
は
、「
鹿
島
よ
り
か
せ
ぎ
、
、
、
に
の
り
て
春
日
な
る
、
三
笠
の
山
を
立
出
て
、
ま
さ
る
、
、
、
御
代
を
ぞ
、
守
る
な
り
」〈
春
日
の
風
流
〉
の
よ
う
に
、
出
物
の
使
獣
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
が
あ
る
。 
（
４
）「
布
留
の
滝
津
白
浪
う
ち
そ
ふ
る
、
鞁
の
滝
の
、
響
哉
」
の
よ
う
に
、
出
物
に
関
わ
り
の
あ
る
場
所
や
動
植
物
の
様
子
を
謡
っ
た
も
の
ー
〈
布
留
の
風
流
〉(
布
留
の
明
神)
〈
文
殊
の
風
流
〉
（
文
殊
） 


こ
れ
ら
の
中
、
出
物
の
使
獣
を
含
む
も
の
に
つ
い
て
は
、
掛
詞
の
お
か
し
さ
を
伴
い
、
そ
の
登
場
を
示
唆
す
る
働
き
を
見
る
事
が
出
来
よ
う
。 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
一
セ
イ
と
そ
れ
を
謡
う
出
物
の
語
リ
の
関
係
を
見
よ
う
。
（
１
）〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
で
は
、
住
吉
の
松
の
精
が
一
セ
イ
で
「
君
が
代
の
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
は
」
と
謡
い
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
す
よ
う
に
、「
松
の
色
と
こ
し
な
へ
に
し
て
」、
「
千
年
万
年
の
歯
を
た
も
ち
」
と
語
る
。
ま
た
、〈
松
・
竹
の
風
流
〉
で
は
、
松
・
竹
の
精
が
一
セ
イ
で
「
竹
の
よ
は
ひ
も
千
代
か
け
て
」
と
謡
い
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
す
よ
う
に
、
竹
の
精
が
「
竹
は
必
親
よ
り
ふ
と
く
の
び
、
寿
命
目
出
度
物
」
と
語
る
。 
（
２
）〈
雪
の
風
流
〉
で
は
、
仙
人
が
一
セ
イ
で
「
薬
の
雪
を
伴
ひ
て
」
と
謡
い
、「
是
を
服
す
れ
ば
、
寿
命
思
ひ
の
儘
」
と
薬
の
雪
の
効
能
を
具
体
的
に
語
る
。
ま
た
、〈
碁
・
将
棋
・
双
六
の
風
流
〉
で
は
、
碁
・
将
棋
・
双
六
の
精
が
一
セ
イ
で
「
も
ろ
こ
し
の
雲
井
を
出
て
三
ば
ん
は
」
と
謡
い
、
碁
の
精
が
「
秦
の
始
皇
」、「
浜
の
真
砂
の
し
ろ
ろ
く
ろ
を
あ
つ
め
て
う
ち
は
じ
め
給
ふ
也
」
と
碁
が
中
国
の
朝
廷
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
具
体
的
、
詳
細
に
語
る
。 
（
３
）〈
し
や
う
れ
う
じ
の
風
流
〉
で
は
、
し
や
う
れ
う
ぢ
が
一
セ
イ
で
「
悪
魔
を
は
ら
ひ
、
衆
生
を
守
る
」
と
謡
い
、「
夫
利
剣
の
徳
と
い
つ
は
、
だ
ん
わ
く
り
し
や
う
と
は
、
ま
よ
ひ
を
き
り
、
さ
と
り
を
ひ
ら
く
心
也
」「
左
に
持
た
る
経
は
寿
命
経
也
、
此
経
を
た
も
つ
者
は
幾
久
し
く
寿
命
を
の
ぶ
」
と
「
衆
生
を
守
る
」
方
途
を
具
体
的
、
詳
細
に
語
る
。
ま
た
、〈
桑
の
風
流
〉
で
は
、
桑
の
精
が
一
セ
イ
で
「
扶
桑
国
に
す
ん
で
年
を
経
る
」
と
謡
い
、「
桑
お
ほ
く
生
出
た
る
中
よ
り
、
白
髪
の
老
人
一
人
、
桑
の
木
の
末
に
の
ぼ
ら
ん
〳
〵
と
す
れ
ば
、
則
日
輪
と
な
る
」「
か
る
が
故
に
日
本
を
扶
桑
国
と
名
づ
く
」
と
扶
桑
国
の
様
子
を
具
体
的
、
詳
細
に
語
る
。 
（
４
）〈
布
留
の
風
流
〉
で
は
、
布
留
の
明
神
が
一
セ
イ
で
「
鼓
の
滝
の
響
か
な
」
と
謡
い
、「
昔
此
石
の
上
の
川
上
よ
り
、
一
つ
の
宝
剣
流
下
る
」
と
「
鼓
の
滝
の
響
き
」
を
思
わ
せ
る
川
上
か
ら
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の
光
景
を
具
象
的
に
語
る
。
ま
た
、〈
文
殊
の
風
流
〉
で
は
、
文
殊
が
、
一
セ
イ
で
「
牡
丹
花
の
、
匂
ひ
は
」「
獅
子
の
威
勢
も
」
と
謡
い
、「
則
此
持
た
る
剣
は
、
煩
悩
を
き
る
利
剣
也
、
知
恵
な
け
れ
は
成
道
正
覚
も
な
ら
ず
、
我
は
こ
れ
知
恵
の
根
本
な
る
故
に
、
三
世
の
諸
仏
の
母
也
」
と
、
「
牡
丹
花
」
の
異
香
を
思
わ
せ
る
「
三
世
の
諸
仏
の
母
」
た
る
こ
と
、「
獅
子
の
威
勢
」
を
思
わ
せ
る
「
煩
悩
を
き
る
利
剣
」
の
こ
と
を
語
る
。 
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
出
物
の
語
リ
は
、
一
セ
イ
の
詩
句
に
照
応
す
る
内
容
を
具
体
的
、
詳
細
に
語
る
と
い
う
意
義
を
有
す
る
。 
次
に
、
改
め
て
狂
言
風
流
の
語
リ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。
そ
こ
で
、
間
狂
言
、
独
立
の
狂
言
語
リ
、
他
の
素
材
に
拠
っ
た
語
リ
を
例
と
し
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。 
〈
雪
の
風
流
〉
の
仙
人
の
語
リ
は
間
狂
言
に
拠
っ
た
も
の
だ
が
、「
夫
仙
家
に
は
薬
の
雪
ふ
る
」
「
是
を
服
す
れ
は
寿
命
思
ひ
の
儘
」
と
霊
薬
の
効
能
の
絶
大
さ
が
語
ら
れ
る 
〈
八
幡
の
風
流
〉
の
鷹
の
精
の
語
リ
は
独
立
の
狂
言
語
リ
に
拠
っ
た
も
の
だ
が
、「
目
は
明
星
の
こ
と
く
」「
う
し
ろ
に
山
河
を
な
が
す
」
な
ど
と
鷹
の
吉
相
・
名
所
が
想
起
さ
せ
る
景
観
の
壮
大
さ
が
語
ら
れ
る
。 
〈
蟻
の
風
流
〉
の
穴
師
の
明
神
の
語
リ
は
他
の
素
材
（
説
話
）
に
拠
っ
た
も
の
だ
が
、「
穴
の
七
ま
が
り
あ
る
玉
」
に
「
糸
を
通
し
て
か
へ
せ
」
と
い
う
難
題
を
課
さ
れ
る
が
、「
蟻
の
腰
に
糸
を
つ
け
」
「
其
糸
を
と
を
し
て
も
ろ
こ
し
に
か
へ
す
」
と
い
う
人
間
の
智
恵
の
見
事
さ
が
語
ら
れ
る
。 
こ
の
よ
う
に
、
霊
薬
の
効
能
の
絶
大
さ
、
自
然
の
景
観
の
壮
大
さ
、
人
間
の
智
恵
の
見
事
さ
な
ど
、
讃
嘆
す
べ
き
事
象
が
描
出
さ
れ
る
こ
と
に
狂
言
風
流
の
語
リ
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
出
物
の
語
リ
は
、
一
セ
イ
の
詩
句
に
照
応
す
る
内
容
を
具
体
的
、
詳
細
に
語
る
と
い
う
意
義
を
有
す
る
と
同
時
に
讃
嘆
す
べ
き
事
象
を
描
出
す
る
と
い
う
意
義
を
も
有
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
 
 
三
、
狂
言
風
流
と
脇
狂
言

狂
言
風
流
に
つ
い
て
、
田
口
氏
は
「
保
教
本
に
は
〈
七
福
神
〉
風
流
か
ら
狂
言
〈
福
相
撲
〉
を
作
っ
た
と
い
う
記
事
」
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
狂
言
風
流
と
脇
狂
言
と
の
関
係
は
案
外
に
近
か
っ
た
よ
う
だ
が
こ
れ
は
別
に
考
え
た
い
」
注

と
脇
狂
言
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
狂
言
風
流
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
脇
狂
言
の
語
リ
の
意
義
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
狂
言
風
流
と
脇
狂
言
と
の
関
係
を
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
と
脇
狂
言
〈
松
楪
〉
の
関
係
を
見
よ
う
。
〈
松
楪
〉
に
つ
い
て
、
松
を
貢
納
す
る
津
の
国
の
百
姓
の
言
動
を
虎
明
本
に
拠
っ
て
順
に
見
る
と
、

１
上
頭
の
指
示
に
従
っ
て
〽
君
が
代
の
、
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
は
、
か
ね
て
ぞ
植
へ
し
、
住
吉
の
松
と
詠
む
。
２
洛
中
を
舞
下
り
す
る
時
、
〽
君
が
代
の
、
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
は
、
か
ね
て
ぞ
植
へ
し
、
住
吉
の
松
と
ワ
カ
を
謡
う
。

１
に
掲
げ
た
和
歌
は
『
詞
花
和
歌
集
』（
賀
・
一
七
〇
）『
栄
花
物
語
』（
巻
第
三
八
・
松
の
し
づ
え
）
に
見
え
る
「
君
が
代
の
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
や
神
も
植
ゑ
け
む
住
吉
の
松
」（
注

）
が
原
歌
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
１
の
和
歌
自
体
は
、
虎
寛
本
〈
松
楪
〉
で
も
同
じ
な
の
で
、
こ
の
形
が
大
蔵
流
〈
松
楪
〉
に
定
着
し
た
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
舞
下
が
り
す
る
時
に
も
賑
や
か
に
謡
わ
れ
る
、
こ
の
和
歌
が
〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
冒
頭
の
一
セ
イ
と
同
じ
で
あ
る
点
に
〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
と
〈
松
楪
〉
と
の
影
響
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。〈
松
楪
〉
に
つ
い
て
は
、
橋
本
氏
が
「
和
歌
を
他
か
ら
借
用
し
て
い
て
、
百
姓
狂
言
の
確
立
し
た
後
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
「
成
立
の
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遅
さ
」
を
指
摘
（
注

）
し
て
い
る
が
、〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
と
〈
松
楪
〉
と
の
前
後
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。〈
松
楪
〉
は
『
天
正
狂
言
本
』
の
〈
楪
葉
〉
に
近
似
し
て
い
る
の
で
、
室
町
後
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
大
蔵
虎
清
筆
『
間
・
風
流
伝
書
』
に
も
記
載
が
あ
り
、〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
な
ど
四
曲
の
「
虎
清
本
の
形
が
、
こ
れ
ら
の
曲
の
成
立
時
に
ま
で
遡
り
得
る
」
と
い
う
岩
崎
氏
の
指
摘
（
注

）
に
従
え
ば
、
そ
の
成
立
時
は
、
天
正
～
慶
長
初
年
以
降
と
見
る
こ
と
が
で
き
、〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
が
〈
松
楪
〉
の
影
響
下
に
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
両
者
の
影
響
関
係
が
見
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
点
に
〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
と
脇
狂
言
〈
松
楪
〉
の
関
係
の
近
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
、〈
大
黒
の
風
流
〉
と
脇
狂
言
〈
大
黒
連
歌
〉
の
関
係
を
見
よ
う
。
〈
大
黒
の
風
流
〉
と
虎
明
本
〈
大
黒
連
歌
〉
に
つ
い
て
見
る
と
、
両
者
共
、
大
黒
が
素
姓
を
謡
う
一
セ
イ
で
登
場
す
る
点
、
両
者
共
、
三
面
の
大
黒
の
由
来
を
聞
か
れ
た
大
黒
が
「
三
面
六
臂
と
現
じ
、
今
に
お
ひ
て
仏
法
繫
昌
に
守
る
也
」
な
ど
と
語
る
点
、
キ
リ
に
、〈
大
黒
の
風
流
〉
で
は
、「
う
ち
で
、
、
、
の、
小、
つ
ぢ
、
、
マ
マ
と
宝、
の
袋
を
所
に
納
め
」
と
、〈
大
黒
連
歌
〉
で
は
、「
七
珍
万
宝
、
、
、
、
ほ
し
い
も
の
を
、
う
ち
出
す
、
う
ち
で
の
こ
づ
ち
、
、
、
、
、
、
、
を
な
ん
じ
に
と
ら
せ
」
と
、
双
方
に
類
句
の
見
ら
れ
る
点
、
こ
れ
ら
の
点
に
影
響
関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。〈
大
黒
の
風
流
〉
も
虎
清
筆
『
間
・
風
流
伝
書
』
に
記
載
が
あ
る
。〈
大
黒
連
歌
〉
に
つ
い
て
は
、『
狂
言
辞
典
事
項
編
』
注

に
「『
天
正
』
に
「
大
黒
」
の
曲
名
で
見
え
、
永
禄
一
一
年
一
五
六
八!
二
月
、
厳
島
神
社
の
観
世
大
夫
法
楽
能
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
「
大
黒
」
は
本
曲
の
古
名
と
思
わ
れ
る
」
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
永
禄
一
一
年
以
前
に
成
立
し
て
い
た
〈
大
黒
連
歌
〉
の
影
響
下
に
〈
大
黒
の
風
流
〉
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、〈
松
楪
〉〈
大
黒
連
歌
〉
の
影
響
下
に
〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉〈
大
黒
の
風
流
〉
が
作
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
風
流
の
語
リ
を
見
る
と
、〈
御
賀
の
松
の
風
流
〉
で
は
松
の
精
が
「
松
の
色
と
こ
し
な
へ
に
し
て
」「
千
年
万
年
の
歯
を
た
も
ち
」
と
語
り
、〈
大
黒
の
風
流
〉
で
は
大
黒
が
「
三
千
を
守
る
奇
特
を
見
せ
ん
と
て
、
忽
三
面
六
臂
ヒ
現
じ
、
今
に
お
い
て
仏
法
繫
昌
に
守
る
」
と
語
る
。
い
ず
れ
の
語
リ
に
も
讃
嘆
す
べ
き
事
象
を
描
出
す
る
と
い
う
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
中
、〈
大
黒
の
風
流
〉
の
語
リ
は
〈
大
黒
連
歌
〉
と
共
通
し
て
い
る
。
他
の
脇
狂
言
の
語
リ
を
虎
明
本
で
見
る
と
、〈
福
の
神
〉
で
は
福
の
神
が
「
た
の
し
う
な
る
や
う
か
た
り
て
き
か
せ
ん
、
朝
お
き
と
う
し
て
、
ぢ
ひ
あ
る
べ
し
、
人
の
く
る
を
も
い
と
ふ
べ
か
ら
ず
、
め
う
と
の
中
に
て
は
ら
た
つ
べ
か
ら
ず
」
と
語
り
、〈
鴈
か
り
が
ね
〉
で
は
和
泉
の
国
の
百
姓
が
「
つ
は
物
野
ヤ
に
臥
ス
時
は
、
き
が
ん
つ
ら
を
や
み
だ
す
ら
ん
と
い
ふ
、
詩
の
心
を
お
ぼ
し
め
し
、
さ
て
は
此
野
に
て
き
こ
も
れ
り
、
い
そ
ぎ
さ
が
せ
と
あ
り
し
か
ば
、
と
あ
る
所
に
て
き
こ
も
り
居
た
る
を
さ
が
し
出
し
、
打
と
り
た
い
ら
げ
、
天
下
一
同
の
御
代
と
な
し
給
ふ
も
、
ひ
と
へ
に
鴈
の
い
と
く
な
り
」
と
語
る
。
こ
れ
ら
の
脇
狂
言
の
語
リ
に
も
、
讃
嘆
す
べ
き
事
象
を
描
出
す
る
と
い
う
、
狂
言
風
流
の
語
リ
と
同
様
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
狂
言
風
流
と
脇
狂
言
の
関
係
の
近
さ
を
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
狂
言
風
流
の
語
リ
の
素
材
の
注
釈
を
元
に
し
て
語
リ
の
意
義
を
考
察
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
提
起
し
た
い
問
題
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
、
狂
言
風
流
の
語
リ
の
意
義
は
讃
嘆
す
べ
き
事
象
の
描
出
に
あ
る
こ
と
。
二
、
出
物
に
と
っ
て
の
語
リ
の
意
義
は
一
セ
イ
に
照
応
す
る
内
容
を
具
体
的
、
詳
細
に
語
る
点
に
あ
る
こ
と
。
三
、
狂
言
風
流
と
脇
狂
言
の
関
係
の
近
さ
が
語
リ
の
意
義
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
こ
と
。

〔
注
〕
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１
天
野
文
雄
氏
「
狂
言
風
流
の
成
立―
「
よ
せ
ふ
り
う
」
と
そ
の
周
辺―
」（『
翁
猿
楽
研
究
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
五
年
二
月
）
所
収
）「
狂
言
風
流
の
成
立
（
上
）（
下
）」（『
芸
能
』
第
二
四
巻
第
七
・
八
号
・
一
九
八
二
年
七
・
八
月
号
）
を
全
面
的
に
改
稿
。
天
野
氏
稿
に
よ
っ
て
狂
言
風
流
の
成
立
に
つ
い
て
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
た
と
し
、
狂
言
風
流
が
室
町
期
の
姿
か
ら
虎
明
本
の
よ
う
な
固
定
的
・
類
型
的
な
も
の
と
な
る
過
程
を
中
心
に
考
察
し
た
の
が
岩
崎
雅
彦
氏
「
江
戸
初
期
の
狂
言
風
流
」（『
能
研
究
と
評
論
』
一
五
・
一
九
八
七
年
五
月
、『
能
楽
演
出
の
歴
史
的
研
究
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
所
収
）
で
あ
る
。
２
注
１
の
岩
崎
氏
前
掲
稿
。
３
田
口
和
夫
氏
「
狂
言
の
語
と
狂
言
風
流
享
保
保
教
本
の
〈
松
・
竹
〉」（『
銕
仙
』
四
六
〇
・
一
九
九
八
年
二
月
）
４
『
風
流
之
本
』
に
拠
り
、
以
後
「
三
番
三
」
の
表
記
を
用
い
る
。
５
風
流
の
詞
章
は
、
大
蔵
彌
太
郎
氏
編
『
大
蔵
家
伝
之
書
古
本
能
狂
言
』
第
三
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
六
年
三
月
）『
風
流
之
本
』
に
拠
り
、
池
田
廣
司
氏
・
北
原
保
雄
氏
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
本
文
篇
下
』（
表
現
社
、
一
九
八
三
年
九
月
）
を
参
照
し
て
引
用
し
た
。
６
田
口
和
夫
氏
校
訂
『
大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
拠
っ
た
。
７
田
口
和
夫
氏
校
訂
『
貞
享
年
間
大
蔵
流
間
狂
言
本
二
種
』（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
八
六
年
四
月
）『
貞
享
松
井
本
』
に
拠
っ
た
。
８
大
蔵
彌
太
郎
氏
編
『
大
蔵
家
伝
之
書
古
本
能
狂
言
』
第
四
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
六
年
三
月
）『
脇
能
間
註
』
に
拠
っ
た
。
９
注
２
に
同
じ
。

注
７
に
同
じ
。

注
２
に
同
じ
。

注
３
に
同
じ
。

野
々
村
戒
三
氏
校
註
『
狂
言
舞
謡
集
』
謡
曲
界
出
版
部
、
一
九
三
五
年
十
二
月
所
収
。

橋
本
朝
生
氏
『
続
狂
言
の
形
成
と
展
開
』
瑞
木
書
房
、
二
〇
一
二
年
九
月
Ⅱ
・
三
・
２
・
⑸
に
拠
っ
た
。
同
様
の
指
摘
が
笹
野
堅
氏
校
訂
『
わ
ら
ん
べ
草
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
八
月
）「
解
説
」
に
あ
る
。

『
国
立
能
楽
堂
』
第
一
三
二
号
（
一
九
九
四
年
八
月
）「
企
画
公
演
・
復
曲
再
演
の
夕
べ
」
に
拠
っ
た
。

長
澤
規
矩
也
氏
改
題
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
第
十
三
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
八
月
に
拠
っ
た
。

中
国
古
典
文
学
大
系

本
田
済
氏
編
訳
『
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
志
列
伝
選
』（
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
六
月
）『
後
漢
書
』「
方
術
伝
・
費
長
房
」
の
大
意
を
記
し
た
。

中
国
古
典
文
学
大
系
８
本
田
済
氏
・
沢
田
瑞
穂
氏
・
高
馬
三
良
氏
訳
『
抱
朴
子
・
列
仙
伝
・
神
仙
伝
・
山
海
経
』（
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
九
月
）
に
拠
っ
た
。

『
謡
曲
三
百
五
十
番
集
』
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
五
月
に
拠
っ
た
。

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
・
奈
良
県
』（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
六
月
）「
穴
師
坐
兵
主
神
社
（
あ
な
し
に
い
ま
す
ひ
ょ
う
ず
じ
ん
じ
ゃ
）」
の
項
に
、
近
世
に
は
、「
神
社
は
荒
廃
寸
前
に
あ
り
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
領
主
織
田
長
清
が
復
興
し
た
。
復
興
に
あ
た
っ
て
、
戒
重
（
の
ち
芝
村
）
藩
に
残
る
記
録
に
当
社
は
「
蟻
通
明
神
」
と
誤
り
伝
え
て
い
た
こ
と
、
京
都
の
吉
田
家
に
願
出
て
、
当
社
が
穴
師
明
神
で
三
輪
と
一
体
の
神
で
あ
り
、
大
己
貴
神
を
祀
っ
た
も
の
と
す
る
縁
起
を
も
ら
い
う
け
た
こ
と
を
記
す
」
と
あ
り
、「
穴
師
明
神
」
が
「
蟻
通
明
神
」
と
誤
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
後
に
「
三
輪
と
一
体
の
神
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
、「
蟻
通
明
神
」
の
縁
起
譚
に
類
似
す
る
、「
三
輪
と
一
体
の
神
」
の
「
穴
師
明
神
」
の
説
話
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
村
与
志
雄
氏
訳
『
唐
宋
伝
奇
集
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
七
月
）「
南
柯
の
一
夢―
南
柯
太
守
伝
」
前
半
の
大
意
を
記
し
た
。

鈴
木
棠
三
氏
校
注
『
醒
睡
笑
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
九
月
）
に
拠
っ
た
。

注

前
掲
書
に
同
じ
。

渡
浩
一
氏
編
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔
』
勉
誠
社
、
一
九
八
五
年
九
月
に
拠
っ
た
。

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
評
注
首
書
明
眼
論
』（
童
円
通
述
、
丁
字
屋
長
兵
衛
寛
文
五
年
刊
）
に
拠
っ
た
。

注

前
掲
書
に
同
じ
。

同
右
。

正
し
く
は
断
惑
証
理
。
断
惑
証
果
と
も
。

注
６
前
掲
書
「
解
題
」
に
拠
っ
た
。

注
３
前
掲
稿
に
同
じ
。

同
右
。

池
田
廣
司
氏
・
北
原
保
雄
氏
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
本
文
篇
上
』（
表
現
社
、
一
九
七
二
年
八
月
）〈
松
楪
〉
の
頭
注
に
拠
っ
た
。

「
君
が
代
の
」
の
歌
に
つ
い
て
、
橋
本
朝
生
氏
は
「
百
姓
狂
言
の
形
成
」（『
狂
言
の
形
成
と
展
開
』（
み
づ
き
書
房
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
）
所
収
）
Ⅱ
・
七
で
、「
し
か
も
『
愚
見
抄
』
に
、
此
歌
を
か
ね
て
ぞ
う
ゑ
し
と
申
す
人
は
、
相
伝
な
き
人
の
あ
や
ま
り
な
り
。（
日
本
歌
学
大
系
四
）
と
あ
っ
て
、
狂
言
の
如
き
形
で
も
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
北
川
忠
彦
氏
・
安
田
章
氏
校
注
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
狂
言
集
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）〈
松
楪
〉
の
頭
注
に
は
「『
庭
訓
往
来
』
の
「
打
越
（
二
月
返
状
）
の
注
に
「
君
ガ
代
ノ
久
シ
カ
ル
ベ
キ
様
た
め
し
ニ
ハ
兼
テ
ゾ
植
シ
住
吉
ノ
松
」、
ま
た
『
太
平
記
』
巻
三
十
の
「
君
が
代
の
短
か
る
べ
き
た
め
し
に
は
か
ね
て
ぞ
折
れ
し
住
吉
の
松
」
と
い
う
落
首
か
ら
み
て
も
中
世
に
お
い
て
は
『
庭
訓
往
来
』
の
注
釈
を
媒
介
と
し
て
、
こ
の
か
た
ち
の
ほ
う
が
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

注
２
に
同
じ
。

古
川
久
氏
・
小
林
責
氏
・
荻
原
達
子
氏
編
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
一
二
月
。
